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	製品名: GPR103ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：食欲増進神経ペプチドQRFPの受容体。この受容体の活性は、アデニル酸シクラーゼ活性および細胞内カルシウム濃度を調節するGタンパク質によって媒介される。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,組織特異性：脳に広く発現しており、視床下部、三叉神経節、前庭ニューロンに高レベルで、扁桃体、皮質、下垂体、海馬、視床、尾状核、延髄に中レベルで発現している。末梢組織では、網膜に高レベルで、心臓、腎臓、精巣、甲状腺に中レベルで発現している。,機能：食欲増進神経ペプチドQRFPの受容体。この受容体の活性は、アデニル酸シクラーゼ活性と細胞内カルシウム濃度を調節するGタンパク質によって媒介される。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,組織特異性：脳に広く発現しており、視床下部、三叉神経節、前庭ニューロンで高発現、扁桃体、大脳皮質、下垂体、海馬、視床、尾状核、延髄で中程度の発現を示す。末梢組織では、網膜で高発現、心臓、腎臓、精巣、甲状腺で中程度の発現を示す。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	GPR103抗体を用いたMCF7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	GPR103抗体を用いたLOVO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	GPR103 抗体を使用した Jurkat 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

